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膝関節反射測定装置の改良
軸屋和明，茅野 功
Improvement of Knee Joint Reflex Measurement System 












































































































































変換用 PCカードにより lOmsec間隔でサンプ リング
された10秒間のデータを主メモリに取り込むために利
用される．（2）は， （2-a）重力影響分除去プログラム，








(2 -C) は (2-b)により得られた角速度を積分し
て角度を得るためのプログラムである．（3）は，（ 3-a)




















知 1=S1 (L1d20/d仔＋gsin 0) + DC1 (6) 
知 2=S2(L2d乃／dt2+gsin0) + DC2 (7) 
S2ふ＝S1となるような感度補正係数 Sxを定義すれば，








( 3-a ) 角加速度データ表示 •格納プログラム csv形式で保存
(3)データ表示 ・格納系 (3 -b)角速度データ表示 ・格納プログラム csv形式で保存
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図 3 本システムの表示系甚本画面 図 4 保存される CSVファイル例
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4.測定結果















た．そのときの結果を図 6と図 7に示す．図 6は健常
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